
   

　
本
市
は
、
北
・
北
海
道
の
長
流
天

塩
川
が
形
成
す
る
名
寄
盆
地
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
東
は
雄
武
町
と
下

川
町
、
西
は
幌
加
内
町
、
南
は
士
別
市
、

北
は
美
深
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
そ

の
市
域
は
、
東
西
に
約
30 
km
、
南
北

に
約
35 
km
の
四
角
形
に
近
い
形
と
な

っ
て
お
り
、
５
３
５･

23 
km
の
行
政
面

積
を
有
し
て
い
ま
す
。 

　
道
路
は
南
北
に
国
道
40
号
、
東
側

に
国
道
２
３
９
号
が
通
り
、
ま
た
鉄

道
は
南
北
に
宗
谷
本
線
が
走
っ
て
お
り
、

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
幅
広

い
生
活
圏
域
を
形
成
し
た
本
市
は
、

道
北
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。 

　
気
候
は
、
日
本
海
気
象
の
影
響
を

受
け
る
内
陸
部
に
属
し
て
い
る
こ
と

か
ら
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
夏
冬
の

温
度
差
は
60
℃
に
も
及
び
ま
す
。
夏

季
は
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
く
、
冬

季
は
寒
気
が
厳
し
く
降
雪
量
も
多
い

気
象
条
件
を
有
し
て
い
ま
す
。 
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風
連
地
域
は
明
治
32
年
、旧
村
名「
多

寄
村
」
の
名
称
の
も
と
に
剣
淵
村
外

３
カ
村
戸
長
役
場
の
管
轄
に
入
っ
た

こ
と
に
は
じ
ま
り
、
風
連
村
を
経
て

昭
和
28
年
の
町
制
施
行
で
風
連
町
に

な
り
ま
し
た
。 

　
名
寄
地
域
は
明
治
33
年
、
山
形
県

東
田
川
郡
東
栄
村
（
藤
島
町
を
経
て

鶴
岡
市
）
の
有
志
に
よ
り
曙
地
区
に

開
拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
て
以
来
、
上

名
寄
村
、
名
寄
町
を
経
て
、
昭
和
29

年
に
旧
智
恵
文
村
と
合
併
後
、
昭
和

31
年
に
北
海
道
内
21
番
目
の
市
と
し

て
市
制
を
施
行
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
古
く
か
ら
地
理
的
・

人
的
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
両
市
町
は
、

人
的
・
財
政
的
基
盤
を
強
化
す
る
必

要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
平
成
16
年

３
月
に
「
法
定
合
併
協
議
会
」
を
設

置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
事
業
の
擦

り
合
せ
と
と
も
に
住
民
説
明
会
を
重
ね
、

平
成
18
年
３
月
27
日
に
新
設
合
併
し

て
「
名
寄
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

沿
革 
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総
人
口
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
世
帯
数
に
は
あ
ま
り
変

動
が
な
く
、
核
家
族
世
帯
や
単
独
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。 

　
経
年
変
化
を
平
成
12
年
か
ら
平
成

17
年
の
間
で
み
る
と
、
年
少
人
口
の

割
合
が
13 ･

７
％
か
ら
12･

８
％
、
生

産
年
齢
人
口
に
お
い
て
も
64･

９
％
か

ら
62･

７
％
へ
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
、
老
年
人
口
の
割
合
は
21･

４
％
か

ら
24･

５
％
へ
増
加
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
少
子
化
と
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
） 

    

　
産
業
別
人
口
を
み
る
と
、
平
成
17

年
の
就
業
人
口
総
数
に
対
す
る
割
合

は
第
１
次
産
業
12･

１
％
、
第
２
次
産

業
19･

２
％
、
第
３
次
産
業
が
68･

７

％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
７
年
以
降

の
総
体
就
業
率
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
が
、
第
１
次
産
業
の
減
少

と
第
２
次
・
第
３
次
産
業
の
増
加
が

進
ん
で
い
ま
す
。 

人
口
・
世
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平
成
28
年
の
目
標
年
次
人
口
を
２

万
８
０
０
０
人
と
想
定
し
ま
す
。 

　
本
市
の
総
人
口
は
、
現
状
の
ま
ま

推
移
す
る
と
す
れ
ば
、
平
成
17
年
の

３
万
１
６
２
８
人
か
ら
、
平
成
28
年

に
は
約
２
万
８
０
０
０
人
に
減
少
す

る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。 

　
今
後
も
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

子
育
て
環
境
や
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
、

定
住
環
境
の
整
備
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
環
境
の
充
実
な
ど
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
グ
ラ
フ
参
照
） 

    

　
人
口
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
総

人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
年
少
人
口
は
微
減
に
止
ま
る
も
の
の
、

高
齢
化
率
は
平
成
17
年
で
24･

５
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
28
年
に
は
30･

０
％
ま
で
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

少
子
化
対
策
や
高
齢
者
医
療
な
ど
の

費
用
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
15

歳
〜
64
歳
は
、
平
成
17
年
の
１
万
９

８
４
３
人
（
62･

７
％
）
か
ら
平
成
28

年
に
は
１
万
５
９
１
５
人
（
57･

４
％
）

ま
で
大
幅
に
減
少
す
る
と
み
ら
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
対
策
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
） 
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将来人口の推計 

62.7%

平成12年
33,328人 

平成17年
31,628人 

平成22年
30,130人 

平成27年
28,162人 

平成28年
27,746人 


